
瀬
戸
内
海
北
岸

に
お
け
る
弥

生

セ
ト

ル
メ

ン
ト

シ

ス
テ
ム酒

井

龍

一

は

じ

め

に

本
稿
は
、
瀬
戸
内
海
北
岸
に
所
在
す
る
多
数
の
弥
生
遺
跡
の
な
か
か
ら
、
各
地

域
の
拠
点
集
落

(非
中
心
集
落
)
の
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
る
遺
跡
を
抽
出
し
、
そ

の
分
布
状
況

(位
置

・
数

・
配
列

・
間
隔

・
そ
の
他
)
を
概
観
す
る
こ
と
に
よ
り
、

当
該
地
域
の
初
期
農
耕
社
会
形
成
期
に
お
け
る
セ
ト
ル
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
仮
説

モ
デ
ル
と
し
て
構
成
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。

こ
の
仮
説
モ
デ
ル
は
そ
の
是
非
の
検
討
が
不
可
欠
で
あ
り
、
さ
ら
に
合
理
的
な

モ
デ
ル
が
再
構
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

弥
生

セ
ト
ル
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
全
体

の
構
成

各
広
域

シ
ス
テ
ム
は
ま
た
複
数
の
地
域
シ
ス
テ
ム

(下
位
)
と
そ
れ
ら
を
結
ぶ

連
結
線
で
構
成
さ
れ
る
。
地
域
シ
ス
テ
ム
は
、
各
小
地
域
で
中
心
と
な
る
継
続
的

で
大
規
模
な
拠
点
集
落

(中
心
集
落
)
の
集
合
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
そ
し
て
各

拠
点
集
落
の
周
囲
に
は
、
よ
り
小
規
模

・
よ
り
短
期
間
、
あ
る
い
は
特
定
機
能
の

諸
集
落
が
所
在
し
、
最
小
単
位
と
し
て
の
基
礎
地
域
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
う
ち
瀬
戸
内
海
北
岸
広
域

シ
ス
テ
ム
と
そ
れ
を
構
成
す
る
八

個
所

(
A
～
H
)
の
地
域
シ
ス
テ
ム
を
と
り
あ
げ
る
。

な
お
既
に
近
畿
中
央
部
広
域

シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
は
、
拙
稿

一
九
八
四
年

「
弥

生
時
代
中
期

・
畿
内
社
会
の
構
造
と
セ
ト
ル
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」
『
文
化
財
学
報

第
三
集
』
(奈
良
大
学
文
化
財
学
科
)
で
と
り
あ
げ
て
お
り
、
参
照
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
北
部
九
州

・
日
本
海
沿
岸

・
四
国
北
岸

・
伊
勢
湾
沿
岸
等
の
広

域
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
い
て
提
示
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
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ほ
ぼ
西
日
本
全
体
に
相
当
す
る
弥
生
セ
ト
ル
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

(高
位
)
は
、

複
数
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
広
域
シ
ス
テ
ム

(中
位
)
と
そ
れ
ら
を
結
ぶ
連

結
線
に
よ
り
基
本
的
に
構
成
さ
れ
る
。



る

六

本

の

枝

線

B

・
C

・
D

・
E

・
F

・
G

が

あ

る

。

拠
点
集
落
遺
跡

瀬

戸

内

海

北

岸

に
お

け

る

弥

生

時

代

の
諸

遺

跡

で

、
拠

点

集

落

と

し

て

の

可
能

性

が

現

時

点

で
考

慮

さ

れ

る

も

の
は

、

次

の
と

お
り

で
あ

る

。

東

奈

良

.
森

小

路

・
大

里

・
摂

津

加

茂

・
宮

の

前

・
田

能

・
勝

部

・
武

庫

荘

.
本

山

・
楠
本

荒

田

町

・
新

方

・
玉

津

田
中

・
家

原

堂

の
本

・
東

溝

・
東

神

吉

・
東

中

・
小

山

・
今

宿

丁

田

・
辻

井

・
丁

柳

ケ
瀬

・
常

全

門

前

・
新

宮

宮

内

.
野

田

・
船

山

・
門

田

・
雄

町

・
百

間

川

・
津

島

・
南

方

・
原

・
京

免

・

一
丁

田

・
追

入

上

東

・
酒

津

・
真

壁

他

・
大

宮

・
亀

山

・
ザ

ブ

・
松

江

下

垣

内

.
助

平

1
号

他

?

・
塚

迫

青

木

原

・
中

山

・
太

田

川
放

水

路

・
高

井

利

松

・
大

円

寺

山

・
宮

原

福

寺

・
奥

正

権

寺

等

・
中

郷

・
下

東

・
吉

田

・
亀

山

・
馬

場

杖

抜

・
坂

手

沖

尻

惣

の
尻

・
旦

等

以
上

、

五

十

五

個

所

を

数

え

る

。

幹
線
A

枝
線
B

枝
線
C

枝
線
D

枝
線
E

枝
線
F

枝
線
G

勝
部
1
田
能
-
武
庫
荘
-
本
山
-
楠
荒
田
町
ー
新
方
ー
玉
津
田
中
-

東
溝
-
東
溝
吉
-
小
山
-
丁
柳
ケ
瀬
-
常
全
門
前
ー
野
田
ー
船
山
i

雄
町
-
百
間
川
-
津
島
-
南
方
-
追
入
上
東
-
真
壁
他
-
大
宮
-
亀

山
ー
ザ
ブ
ー
松
江
下
垣
内
ー
助
平
1
号
?
1
中
山
貝
塚
i
太
田
川
放

水
路
ー
高
井
利
松
ー
大
円
寺
山
ー
福
寺
-
奥
正
権
寺
ー
中
郷
遺
跡
の

分
布
線
で
構
成
さ
れ
る
。

勝
部
田
能
-
宮
の
前
ー
摂
津
加
茂
-
大
里
遺
跡
で
構
成
さ
れ
る
。

東
神
吉
-
東
中
-
家
原
堂
の
本
遺
跡
で
構
成
さ
れ
る
。

常
全
門
前
-
新
宮
宮
内
遺
跡
で
構
成
さ
れ
る
。

南
方
津
島
-
原
-

一
丁
田
遺
跡
で
構
成
さ
れ
る
。

太
田
川
放
水
路
ー
塚
迫
青
木
原
遺
跡
で
構
成
さ
れ
る
。

中
郷
-
下
東
-
亀
山
-
馬
場
杖
抜
遺
跡
で
構
成
さ
れ
る
。
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拠
点
集
落
の
配
列

拠
点
集
落
の
間
隔

拠
点
集
落
の
分
布
に
は
、
面
的
分
布
と
線
的
分
布
の
基
本
的
な
二
形
態
が
あ
る
。

瀬
戸
内
海
北
岸
に
お
け
る
五
十
五
個
所
の
拠
点
集
落
遺
跡
は
、
基
本
的
に
七
本
の

線
的
分
布
を
形
づ
く
る
。
七
本
の
内
訳
は
、
瀬
戸
内
海
北
岸
に
沿

っ
て
長
く
の
び

る

一
本
の
幹
線
A
、
お
よ
び
そ
こ
か
ら
枝
別
れ
し
海
岸
に
直
行
し
て
内
陸

へ
の
び

分
布
線
上
に
お
け
る
拠
点
集
落
間
の
平
面

・
直
線
距
離
を
お
お
ま
か
に
測
定
す

る
と
、
次
の
三

っ
の
数
値
に
集
中
す
る
。

ス
パ
ン
A

三
～
七
㎞
程
度

(
十
七
個
所
)

ス
パ
ン
B

九
～
十
六
㎞
程
度

(
二
十
個
所
)



凡 例

●拠点集落として可能性のある遺跡

○ 日常生業活動の範囲(キ ャッチメン トエ リア)

・一スパンA

一 スパンB

…スパンC

/

55

49 /⑤
_
一.-

41

⑦

調 〉⑤ ⑤ 一くダ//
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/
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F

E

/

B

oto

A

40km

H

48

ー

①
ゆ

ー

第1図 瀬 戸 内 海 北 岸 に お け る弥 生 時 代 拠 点 集 落 の 分 布 状況

1.東 奈 良2.森 小 路3.大 里4.摂 津 加 茂5.宮 の前6.田 能7.勝 部8.武 庫 荘

9.本 山10.楠 本 荒 田 町11.新 方12.玉 津 田 中13.常 本14.家 原 堂 の 本15.東 溝16.東

神 吉17.東 中18.小 山19.今 宿 丁 田20.辻 井21.丁 柳 ケ瀬22.常 全 門前23.新 宮 宮 内

24.野 田25.船 山26.門 田27.雄 町28.百 間 川29.津 島30.南 方31.原32.京 免

33.一 丁 田34.追 入 上 東35.酒 津36.真 壁 他37.大 宮38.亀 山39.ザ ブ40.松 江 下 垣 内

41.助 平1号 他?42.塚 迫 青 木 原43.中 山44.太 田川 放 水路45.高 井 利 松46.大 円 寺 山

47.宮 原 福 寺48.奥 正 権 寺 等49.中 郷50.下 東51.吉 田52.亀 山53.馬 場 杖 抜54.坂 手

沖 尻 惣 の 尻55.旦 等



ス
パ

ン
C

そ

の
他

二
十
八
～
三
十
三
㎞
程
度

(
十

一
個
所
)

拠
点
集
落
の
集
合
体

五
十
五
個
所
の
拠
点
集
落
候
補
遺
跡
は
、
そ
の
分
布
状
況
か
ら
判
断
し
て
、

の
八
個
所

(
A
～
H
)
の
集
合
体
と
し
て
整
理
さ
れ
る
。

集
合
体
A

集
合
体
B

集
合
体
C

集
合
体
D

集
合
体
E

集
合
体
F

集
合
体
G

次

摂
津
加
茂

・
宮
の
前

・
田
能

・
勝
部

・
武
庫
庄
を
中
心
と
し
、
周

囲
に
本
山

・
大
里

・
森
小
路

・
東
奈
良
遺
跡
が
位
置
す
る
集
合
体
。

常
本

.
玉
津
田
中

・
新
方

を
中
心
と
し
、
周
囲
に
東
溝

・
楠
荒
田

町
遺
跡
が
位
置
す
る
集
合
体
。

東
中

.
東
神
吉

・
東
溝
を
中
心
と
し
、
周
囲
に
小
山

・
家
原
堂
の

本

・
玉
津
田
中
遺
跡
が
位
置
す
る
集
合
体
。

辻
井

.
今
宿
丁
田
・
小
山

・
丁
柳
ケ
瀬

・
常
全
門
前
を
中
心
と
し
、

周
囲
に
野
田

・
新
宮
宮
内

・
東
神
吉
遺
跡
が
位
置
す
る
集
合
体
。

雄
町

.
百
間
川

.
津
島

・
南
方

・
追
入
上
東
を
中
心
と
し
、
周
囲

に
酒
津

.
真
壁
他

.
原

・
船
山

・
門
田
遺
跡
が
位
置
す
る
集
合
体
。

大
宮

.
亀
山
を
中
心
と
し
、
周
囲
に
ザ
ブ
遺
跡
が
位
置
す
る
集
合

体
。

中
山

.
太
田
川
放
水
路
を
中
心
と
し
、
周
囲
に
高
井
利
松
遺
跡
が

位
置
す
る
集
合
体
。

集
合
体
H

亀
山

・
吉
田

・
下
東

・
中
郷
を
中
心
と
し
、

寺
遺
跡
が
位
置
す
る
集
合
体
。

地
域

シ

ス
テ
ム
の
理
念

モ
デ

ル

周
囲
に
旦

・
奥
正
権

拠
点
集
落
遺
跡
の
集
合
す
る
八
個
所
の
集
合
状
況
を
重
ね
合
せ
て
地
域
シ
ス
テ

ム
の
理
念
モ
デ
ル
を
構
成
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

地
域
シ
ス
テ
ム
は
、
核
お
よ
び
外
縁
に
位
置
す
る
諸
拠
点
集
落
の
集
合
で
構
成

さ
れ
る
.
即
ち
、
集
A口
体
の

ト

中
心
に
は
複
数
の
拠
点
集
落

「

例ユ

が
、
海
岸
線
に
平
行

・
直
行

の

)

す
る
配
列
で
、
三
～
七
㎞
程

度

(
ス
パ
ン
A
)
の
間
隔
に

て
近
接

・
所
在
す
る
。
ま

た
、
核
を
構
成
す
る
集
落
の

外
側
に
は
、
そ
こ
か
ら
九
～

十
六
㎞
程
度

(
ス
パ
ン
B
)

と
や
や
間
隔
を
お
い
て
拠
点

集
落
が
所
在
し
、
地
域
シ
ス

テ
ム
の
外
縁
を
形
づ
く
る
。

瀬
戸
内
海
北
岸
と
い
う
地
理

C

第2図 拠点集落の集合による地域 システム

(瀬戸内海北岸における理念型〕
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的

条

件

か

ら

、

地

域

シ

ス

テ

ム
全

体

は

基

本

的

に
半

円

形

を

な

す

。

各

実

例

を

み

る

と

、

集

合

体

E

は

理

念

形

に

近

い
構

成

を

と

り

、

例

え

ば

、

F

は

不
完

全

な
構

成

を

と

る

。地

域

シ

ス

テ

ム

の
連

結

線

各

シ

ス

テ

ム
の
核

は

、

次

の

よ
う

な
拠

点

集

落

の

分

布

線

(
幹

線

A
)

で
連

結

さ

れ

る

。

地

域

シ

ス

テ

ム

A

I

B

間

(
連

結

線

a
)

武

庫

荘

1

(
十

一
㎞

、

ス
パ

ン
B

)
ー

本

山

1

(
十

一
㎞
、

ス
パ

ン
B

)
ー

楠

荒

田

町

1

(
十

六

㎞

、

ス
パ

ン
B

)
ー

新

方

遺

跡

地

域

シ

ス
テ

ム
B
l

C

間

(
連

結

線

b

)

玉

津

田

中

1

(
十

三

㎞

、

ス
パ

ン
B

)

1

東

溝

遺

跡

地
域

シ

ス
テ

ム
C
l

D
間

(
連
結

線

c
)

東

神

吉

ー

(
十

四

㎞

、

ス
パ

ン
B

)

1

小

山

遺

跡

地

域

シ

ス
テ

ム
D
l

E

間

(
連

結

線
d

)

常

全

門

前

1

(
十

六

㎞

、

ス
パ

ン
B

)

1

野

田
1

(
二

十

八

㎞
、

ス
パ

ン
C

)

1

船

山

i

十

二

㎞

、

ス

11
B

叡__ふ_痴 遁_ふ ◎Ts
第3図 地域 システムの連結状況

パ

ン

B
)

ー

雄

町

・
百

間

川

遺

跡

地

域

シ

ス
テ

ム
E
-

F
間

(
連

結

線

e
)

川

入

上
東

ー

(
十

一
㎞
、

ス
パ

ン
B

)

1

酒

津

ー

(
三
十

㎞
、

ス
パ

ン
C

)
1

大

宮

遺

跡

地

域

シ

ス

テ

ム

F
-

G
間

(
連

結

線

f

)

亀

山

ー

(
十

㎞
、

ス

パ

ン

B
)

ザ

ブ

ー

(
三

十

一
㎞
、

ス
パ

ン
C
)

1

松

江
下

垣

内

1

(
二
十

四

㎞
、

ス

パ

ン

C
)

ー

助

平

一
号

ー

(
十

九

㎞

、

ス
パ

ン

C
)

1

中

山

貝

塚

遺

跡

地

域

シ

ス
テ

ム

G
l

H
間

(
連

結

線

9
)

太

田

川
放

水

路

i

(
九

㎞
、

ス

パ

ン

B
)

i

高

井

利

松

(
三
十

㎞

ス
パ

ン
C

)
i

大

円
寺

山

ー

(
三
十

三

㎞
、

ス

パ

ン
C
)

1

福

寺

1

(
三
十

㎞

、

ス
パ

ン
C

)
1

奥

正

権

寺

遺

跡

各

地

域

シ

ス

テ

ム

間

の

連

結

度

各

地

域

シ

ス
テ

ム
の
核

を
結

ぶ

連

結

線

上

に

お

け

る
拠

点

集

落

の

間

隔

(
ス
パ

ン

A

・
B

・
C

)

と

そ

の

単

位

数

は

、

次

の

と

う

り

で

あ

る

。

地

域

シ

ス
テ

ム
A

l

B

間

(
連

結

線

a

)

ス
パ

ン
B

+
B

+
B

11

(
ス
パ

ン
B

・

三

単

位

)

地

域

シ

ス

テ

ム

B
l

C
間

(
連

結

線
b

)

ス
パ

ン
B

11

(
ス
パ

ン
B

・

一
単

位

)

地 域 システム

A-B● 一一g-○ 一一B+B-●

B-CO-B-一 ●

C-D● ト8-●

D-Ef一 一B一令 一一C+B-●

E-F● 一一3-一〇一一〇一 ●

F-G● 一一B-←C→ 一一C-○ 一一C●

G-HO--B-● 一一C-一 ◎一一C-◆-C-一f一 一B-●

第4図 地 域 シ ス テ ム の 連 結 度
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地

域

シ

ス

テ

ム

C
i

D
間

(
連

結

線

c
)

地

域

シ

ス

テ

ム

D
I

E

間

(
連

結

線

d

)

地

域

シ

ス

テ

ム
E
-

F

間

(
連

結

線

e
)

地

域

シ

ス
テ

ム
F
l

G

間

(
連

結

線

f

)

地

域

シ

ス

テ

ム

G
I

H
間

(
連

結

線

9
)

ス

パ

ン

B

-1

(
ス

パ

ン

B

・

一
単

位

)

ス
パ

ン
B

+
C

+

B

11

(
ス
パ

ン

B

・

二

単

位

+

ス

パ

ン

C

・

一
単

位

)

ス

パ

ン

B

+

C

11

(
ス

パ

ン

B

・

一

単

位

+

ス

パ

ン

C

・

一
単

位

)

ス

パ

ン

B

+

C

+

C

+

C

?

11

(
ス

パ

ン

B

・

一
単

位

+

ス

パ

ン

C

・
三

単

位

)

ス

パ

ン

B

+

C

+

C

+

C

+

B

11

(
ス
パ

ン
B

・
二

単

位

+

ス

パ

ン

C

・

三

単

位

)

各
地
域
シ
ス
テ
ム
間
の
連
結
度
順
位

先
の
各
地
域
シ
ス
テ
ム
間
の
連
結
度
を
評
価
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
順
位
と
な

る
。
(
第

4
図
)

五 四 三 ニ ー一
位 位 位 位 位

地

域

シ

ス

テ

ム

B
I

C

間

11
地

域

シ

ス
テ

ム
C
I

D

間

地

域

シ

ス

テ

ム
E

i

F
間

地

域

シ

ス

テ

ム
A

I

B
間

地

域

シ

ス
テ

ム
D

I

E

間

地

域

シ

ス
テ

ム
F
I

G

間

六

位

地

域

シ

ス
テ

ム

G
-

H

間

こ
れ

ら

の
う

ち

、

地

域

シ

ス
テ

ム

B
-

C
間

お

よ

び

C
-

D
間

は

、

他

と

比

較

し

て
最

も

強

い
連

結

関

係

に
あ

る

。

地

域

シ

ス

テ

ム

B

・
C

・
D

の
三

者

で

、

よ

り
大

き

い
地

域

シ

ス

テ

ム
を

構

成

し

て

い
る

と

判

断

で
き

る

。

瀬
戸
内
海
北
岸
広
域
地
域

シ
ス
テ
ム

瀬
戸
内
海
北
岸
に
お
け
る
広
域

シ
ス
テ
ム
は
、
三
～
十
個
所
の
拠
点
集
落
の
集

合
体
と
し
て
の
八
個
所
の
地
域
シ
ス
テ
ム

(
A
～
H
)
と
そ
れ
を
結
ぶ
七
本
の
連

結
線

(
a
～

9
)
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
連
結
線
は
、
線
形
配
列
を
な
す
八

個
所
の
地
域
シ
ス
テ
ム
を
結
ぶ

一
本
の
連
結
幹
線
を
構
成
す
る
。
各
地
域
シ
ス
テ

ム
間
の
結
合
に
は
、
相
対
的
に
強
い
も
の

(例
え
は
地
域
シ
ス
テ
ム
B

・
C

・
D
)

や
弱
い
も
の

(
例
え
ば
地
域
シ
ス
テ
ム
G
l
H
間
)
等
、
強
弱
が
あ
る
。

人
間
の
行
動
距
離
か
ら
み
た
地
域
シ
ス
テ
ム

先
に
あ
げ
た
地
域
シ
ス
テ
ム
の
理
念
モ
デ
ル
を
、
人
間
の

一
般
的
な
行
動
距
離

の
観
点
か
ら
評
価
す
る
。

つ
い
て
は
、
次
の
三

っ
の
基
準
を
用
い
る
。

日
常
的
な
生
業
活
動
の
範
囲

拠
点
集
落
か
ら
直
径
五
㎞
程
度
の
範
囲

(
≦
富
,

国
言
N廿

田
σq.σq
ω
に
よ
る
キ

ャ
チ
メ
ン
ト

エ
リ

ア
)
あ
る
い
は

ス
パ
ン
A

(三
～
七
㎞
)
に
相
当

一
日
で
の
往
復
可
能
距
離

拠
点
集
落
か
ら
十
五
㎞
程
度
の
範
囲

一62一



一
日
で
の
到
達
可
能
距
離

こ
れ

ら

を

踏

ま

え

な

が

ら

、

拠
点
集
落
の
領
域

地
域
シ
ス
テ
ム
の
核

地
域
シ
ス
テ
ム
の
外
縁

地
域
シ
ス
テ
ム
の
領
域

ス
パ
ン
B

(九
～
十
六
㎞
)
に
相
当

(
参
ク
リ
ス
タ

ラ
ー
)

集
落
か
ら
三
十
㎞
程
度
の
範
囲

ス
パ
ン
C

(二
十
八
～
三
十
三
㎞
)
に
相
当

(
参
同
)

地
域
シ
ス
テ
ム
の
構
成
を
評
価
す
る
。
(第
2
図
)

集
落
を
核
と
す
る
半
径
五

㎞
の
日
常
的
な
生
業
活
動

の
範
囲
は
、

そ
の
集
落

に
属
す
る
領
域
と
理
解
し
て

よ
い
だ
ろ
う
。

数
個
所
の
拠
点
集
落
が

ス
パ
ン
A

(
三
～
七
㎞
)
で

近
接

・
所
在
す
る
こ
の
空
間
は
、
日
常
的
な
生
業
活
動

範
囲

(領
域
)
の
連
結
集
合
体
と
し
て
理
解
で
き
る
。

核
か
ら
ス
パ

ン
B

(九
～
十
六
㎞
)
の
距
離
に
位
置

す
る
諸
拠
点
は
、
核
の
集
落
と

一
日
で
往
復
可
能
な

関
係
に
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

核
お
よ
び
外
縁

に
所
在
す
る
拠
点
集
落

の
日
常
的
な

生
業
活
動
範
囲

の
集
合
空
間
は
、
そ
の
地
域

シ
ス
テ

ム
の
領
域
と
理
解
で
き
る
。

人
間
の
行
動
距
離
か
ら
み
た
各
地
域

シ
ス
テ
ム
の
連
結

先
に
あ
げ
た
各
地
域
シ
ス
テ
ム
の
連
結
状
態
を
、
同
じ
く

一
日
で
の
往
復
可
能

お

よ
び

到
達

可
能

距

離

と

い
う

人

間

の

一
般

的

な

行

動

距

離

の
観

点

か

ら

評

価

す

る

。

(
第

3

図

)

地
域

シ

ス

テ

ム

A
-

B
間

ス

パ

ン

B

・
三
単

位

が

あ

る

。

両

者

は

、

一
日

で

往

復

可

能

な

三

個

所

の

ス

パ

ン
を

介

し

て
結

ば

れ

る

。

地
域

シ

ス

テ

ム
B

-

C

間

ス
パ

ン

B

・

一
単

位

が

あ

る

。

両

者

は

、

一
日
で

往

復

可

能

な

ス

パ

ン

で
直

接

に
結

ば

れ

る

。

地

域

シ

ス

テ

ム

C
I

D
間

ス
パ

ン
B

・

一
単

位

が

あ

る

。

両

者

は

、

一
日

で

往

復

可

能

な

ス
パ

ン

で
直

接

に
結

ば

れ

る

。

地
域

シ

ス

テ

ム

D
I

E
間

ス
パ

ン
B

・
二

単
位

+

ス
パ

ン

C

・

一
単

位

が

あ

る

。
両
者

は

、

一
日

で
往

復

可

能

な

二
個

所

と

一
日

で

到
達

可
能

な

一
個

所

、

計

三

個

所

の

ス

パ

ン
を

介

し

て
結

ば

れ

る

。

地

域

シ

ス

テ

ム

E
l

F
間

ス
パ

ン
B

・

一
単
位

+
C

・

一
単

位

が

あ

る

。

両

者

は

、

一
日

で
往

復

可

能

な

一
個

所
と

一
日

で
到

達

可
能

な

一
個

所

、

計

二

個

所

の

ス
パ

ン
を

介

し

て
結

ば

れ

る

。

地

域

シ

ス

テ

ム

F
l

G
間

ス
パ

ン
B

・

一
単
位

+
C

・
三
単

位

が

あ

る

。

両

者

は

、

一
日

で
往

復

可

能

な

一
個

所
と

一
日

で
到

達

可
能

な

三
個

所

、

計

四

個

所

の

ス
パ

ン
を

介

し

て
結

ば

れ

る

。

地

域

シ

ス

テ

ム

G
I

H

間

ス
パ

ン
B

・
二

単

位

+
C

・
三
単

位

が
あ

る

。
両

者

は

、

一
日

で
往

復

可

能

な

二

個

所

と

一
日
で

到
達

可
能

な

三
個

所

、
計

五

個

所

の

ス
パ

ン
を

介

し

て
結

は

れ

る

。
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人
間
行
動
か
ら
み
た
瀬
戸
内
海
北
岸
広
域
地
域

シ
ス
テ
ム

先
に
あ
げ
た
瀬
戸
内
海
北
岸
広
域
地
域

シ
ス
テ
ム
を
、
同
じ
く
人
間
の

一
般
的

な
行
動
距
離
の
観
点
か
ら
評
価
す
る
。
す

な
わ
ち
瀬
戸
内
海
北
岸
広
域
地
域
シ
ス

テ
ム
は
日
常
生
業
活
動
範
囲
の
集
合
体
と
し
て
の
八
個
所
の
地
域
シ
ス
テ
ム
が
、

一
日
で
往
復
あ
る
い
は
到
達
可
能
な
距
離

・
一
～
数
単
位
で
連
結
す
る
こ
と
に
よ

り
構
成
さ
れ
る
。

石
器
用
石
材
に
み
た
地
域

シ
ス
テ
ム
の
関
係

こ
こ
で
、
各
地
域
で
主
体
的
に
使
用
さ
れ
る
打
製
石
器
用
石
材
を
例
に
あ
げ
、

各
地
域
シ
ス
テ
ム
の
関
係
の

一
端
を
把
握
し
て
お
こ
う

(藁
科
他

一
九
七
八
)
。

地

域

シ

ス

テ

ム

A

地

域

シ

ス

テ

ム

B

地

域

シ

ス

テ

ム
C

地

域

シ

ス

テ

ム
D

地

域

シ

ス

テ

ム
E

地

域

シ

ス
テ

ム
F

地

域

シ

ス
テ

ム
G

地

域

シ

ス
テ

ム
H

近
畿
二
上
山
産
サ
ヌ
カ
イ
ト
主
体

四
国
金
山
産

+
近
畿
二
上
山
サ
ヌ
カ
イ
ト

四
国
金
山
産

サ
ヌ
カ
イ
ト
主
体

四
国
金
山
産

サ
ヌ
カ
イ
ト
主
体

四
国
金
山
産

サ
ヌ
カ
イ
ト
主
体

四
国
金
山
産

サ
ヌ
カ
イ
ト
主
体

周
辺
産
各
種

石
材
+
四
国
金
山
産

サ
ヌ
カ
イ
ト
等

九
州
姫
島
他

産
黒
曜
石
+
周
辺
産
各
種
石
材

DlC

AB

//

ー
率/

!
Fゼ低

/

み
G

/
///

国
H

、＼ 一過/
/

4
/

第5図 石材からみた各拠点集落の関係図

忍一_一 』_癖 活
HGFE

90Q

8一 ト↓心8●8め8金 卜σ8〈5

DCBA

第6図 石材か らみた各地域システムの関係概念図
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こ
れ
を
整
理
す
る
と
、
次
の
三
地
帯
に
区
分
さ
れ
る
と
と
も
に
、
各
地
域

シ
ス

テ
ム
も
三
グ
ル
ー
プ
に
区
別
さ
れ
る
。

近
畿
二
上
山
産
サ
ヌ
カ
イ
ト
地
帯

地
域

シ
ス
テ
ム
A

四
国
金
山
産
サ
ヌ
カ
イ
ト
地
帯

地
域

シ
ス
テ
ム
B

.
C

.
D

.
E

.
F

+
地
域
シ
ス
テ
ム
G

九
州
姫
島
他
産
黒
曜
石

・
周
辺
産
玄
武
岩
等
地
帯

地
域
シ
ス
テ
ム
H

各
拠
点
集
落

の
日
常
生
業
活
動
の
範
囲

(
"
キ
ャ
ッ
チ
メ
ン
ト
エ
リ
ア
)
を
大

き
く
越
え
た
産
出
地
の
石
材
の
継
続
的
な
使
用
は
、
い
わ
ゆ
る

「交
易
」
に
か
か

わ
る
と
理
解
す
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
。
も
し
、
こ
の
仮
定
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、

先
の
三
地
帯
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
打
製
石
器
用
石
材
の
交
易
圏
構
成
体
と
理

解
す
る
こ
と
に
な
る
。

交
易
圏
構
成
体
A

地
域
シ
ス
テ
ム
A
+
地
域
シ
ス
テ
ム
B

交
易
圏
構
成
体
B

地
域
シ
ス
テ
ム
B

・
C

・
D

・
E

・
F
+
地
域
シ
ス

テ
ム
G

交
易
圏
構
成
体
C

地
域
シ
ス
テ
ム
H

こ
の
う
ち
地
域
シ
ス
テ
ム
A
は
、
近
畿
中
央
部
広
域
シ
ス
テ
ム
全
体
が
二
上
山

産
サ
ヌ
カ
イ
ト
の
交
易
圏
構
成
体
で
あ
る

こ
と
、
お
よ
び
そ
の
位
置
か
ら
判
断
し

て
、
そ
の
広
域
シ
ス
テ
ム
の
基
本
的
な

一
部
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

地
域
シ
ス
テ
ム
H
に
つ
い
て
も
、
九
州
産
黒
曜
石
を
使
用
す
る
北
部
九
州
広
域

シ
ス
テ
ム
の
交
易
圏
の
縁
辺
の

一
部
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
瀬
戸
内
海
北
岸
の
中
央
大
部
分
に
お
い
て
は
、
地
域

シ
ス

テ

ム

B

・
C

・
D

・
E

・
F

+
地

域

シ

ス
テ

ム
G

に

よ
り

極

め

て
広

範

囲

な
交

易

圏

が

構

成

さ

れ

て

い

る
と

判

断

で
き

る

。

結

論

弥
生
時
代
に
お
け
る
瀬
戸
内
海
北
岸
広
域
地
域
シ
ス
テ
ム
は
、
海
岸
線
に
沿
う

八
個
所
の
地
域
シ
ス
テ
ム

(
A
～
H
)
で
構
成
さ
れ
る
。
各
地
域
シ
ス
テ
ム
は
、

三
～
十
個
所
程
度
の
拠
点
集
落
の
集
合
に
よ
り
な
る
。
そ
の
中
央
に
は
、
ス
パ
ン

A

(三
～
七
㎞
程
度
)
、
即
ち
日
常
生
業
活
動
範
囲
内
の
間
隔
で
近
接

.
所
在
し
、

地
域
シ
ス
テ
ム
の
核
を
な
す
。
そ
の
外
側
に
は
、

ス
パ
ン
B

(
九
～
十
六
㎞
程

度
)
、
即
ち

一
日
で
往
復
可
能
な
距
離
に
拠
点
集
落
が
所
在
し
、
地
域

シ
ス
テ
ム

の
外
縁
を
形
づ
く
る
。
各
拠
点
集
落
を
中
心
と
す
る
半
径
五
㎞
程
度
の
日
常
生
業

活
動
範
囲

(
キ
ャ
ッ
チ
メ
ン
ト
エ
リ
ア
)
の
集
合
体
は
、
そ
の
地
域

シ
ス
テ
ム
の

領
域
と
理
解
さ
れ
る
。

隣
在
す
る
各
地
域
シ
ス
テ
ム
は
、
拠
点
集
落
の
線
的
分
布
に
よ
る
連
結
線
で
結

ば
れ
る
。
連
結
線
上
に
は
、

ス
パ
ン
B

(
九
～
十
六
㎞
程
度
)
、
即
ち

一
日
で
往

復
可
能
、
あ
る
い
は

ス
パ
ン
C

(
二
十
八
～
三
十
三
㎞
程
度
)
、
即
ち

一
日
で
到

達
可
能
な
位
地
に
拠
点
集
落
が
所
在
す
る
。
そ
の
ス
パ
ン
や
単
位
数
に
よ
り
地
域

シ
ス
テ
ム
の
結
合
程
度
が
異
る
。
例
え
ば
、
地
域
シ
ス
テ
ム
B

・
C

・
D
間
の
結

合
は
強
く
、
よ
り
大
き
な
地
域
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
。

こ
れ
ら
諸
地
域
シ
ス
テ
ム
の
関
係
を
把
握
す
べ
く
、
各
地
域
で
主
体
を
な
す
打
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製
石
器
用
石
材
を
例
に
と
れ
ば
、
三
個
所

の
交
易
構
成
体
と
し
て
理
解
で
き
る
。

即
ち
、
地
域
シ
ス
テ
ム
A
は
、
二
上
山
産

サ
ヌ
カ
イ
ト
を
使
用
し
、
近
畿
中
央
部

広
域
地
域
シ
ス
テ
ム
の

一
部
を
な
す
。
地
域
シ
ス
テ
ム
H
は
、
九
州

・
姫
島
産
黒

曜
石
を
含
み
、
北
部
九
州
の
交
易
圏
の
縁
辺
に
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
瀬
戸
内
海

北
岸
中
央
部
に
は
、
地
域
シ
ス
テ
ム
B

・
C

・
D

・
E

・
F
+
地
域
シ
ス
テ
ム
G

に
よ
る
大
き
な
交
易
圏
構
成
体
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

お

わ

り

に

以
上
、
各
地
の
拠
点
集
落
と
し
て
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
る
遺
跡
資
料
を
概
観
す

る
こ
と
に
よ
り
、
瀬
戸
内
海
北
岸
に
お
け
る
弥
生

セ
ト
ル
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
仮

説

モ
デ
ル
と
し
て
構
成
し
た
。
た
だ
し
、
な
お
ま
だ
極
め
て
粗
悪
な
作
業
段
階
に

と
ど
ま
り
、
先
学
諸
氏
の
的
確
な
御
批
判
あ
る
い
は
新
し
い
遺
跡
資
料
に
よ
り
、

よ
り
合
理
的
な
モ
デ
ル
が
再
構
築
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
仮
説

モ
デ
ル

に
い
さ
さ
か
の
有
効
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
当
該
地
域
に
お
け
る
社
会
構
成
や
各

種
生
産
物
の
移
動
状
況
、
あ
る
い
は
各
地
域
社
会
間
の
相
互
関
係
の
理
解
に
若
干

の
目
安
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

〈
引
用

・
参
考
資
料

お
よ
び
文
献
〉

岡
山
市
教
育
委
員
会

編

一
九
八
三
年

『
岡
山
市
埋
蔵
文
化

財
分
布

地
図
』

小

野
忠

熈
編

一
九
八
六
年

『
日
本

の
古
代
遺
跡
』
保
育
社

鎌
木
義
昌

・
東
村
武
信

・
藁
科
哲
男

・
三
宅
寛

一
九
八
四
年

「黒
曜
石

・
サ
ヌ
カ

イ
ト
製

石
器

の
産
地
推
定
に
よ
る
古
文
化
交
流

の
研
究

」
『
古
文

化

財

の
自

然
科
学
的
研
究
』
同
朋
社

竹
内
理
三
他
編

一
九

八
二
年

『
日
本

歴
史
地
図

原
始

・
古
代
編

(
上

)
』
柏

書

房

一
九
八

三
年

『考

古
遺
物
遺
跡
地
名
表

原
始

・
古
代
編
』
柏
書
房

櫃
本
誠

一
・
松
下
勝
共

一
九

八
四
年

『
日
本

の
古
代
遺
跡

三

兵
庫
県
南
部

』
保
育
社

文
化
庁
文
化
財
保
護
部
編

一
九
七

四
年

『
全
国
遺
跡
地
図

三
五

山
口
県
』
国
土
地

理

学
協
会

一
九

八

二
年

『
(
同
)

三
四

広
島

県
』

(
同

)

一
九

八

二
年

『
(同

)

二
八

兵
庫

県
』

(
同

)

真

壁
忠
彦

・
真

壁
葭

子

一
九
八
五
年

『
日
本

の
古
代
遺
跡

二
一二

岡
山
』
保
育
社

脇

坂
光
彦

・
小
都
隆

共

一
九
八
六
年

『
日
本

の
古
代

遺
跡

二
六

広
島
』
保
育
社

藁
科
哲
男

・
東
村

武
信

・
鎌

木
義
昌

一
九
七
八
年

「蛍
光

X
線
分
析
法

に
よ
る

サ
ヌ
カ
イ

ト
石
器

の
原
産
地
推
定

(
W
)」
『
考
古
学
と
自
然
科
学

第

一

一
号
』

ク
リ

ス
タ
ラ
ー

ヴ

ァ
ル
タ
i

一
九
三
三
年

『
都
市

の
立
地
と
発

展
』

(江

沢
譲
爾

訳

一
九

六
九
年

)
大
明
堂
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木
村
辰

男

.
坂
本

英
夫

・
高
橋

正
編

一
九
八

五
年

『
現
代

地

理
学

の
基

礎

(
第

二
増
補

版

)
』

大

明

堂

ゴ

ー
ジ

ェ
、

ハ
ワ
ー
ド

・
テ
ー

フ
、

エ
ド

ワ
ー
ド

一
九
七
三
年

『
地
域

交

通
論

』

(奥

野

隆
史
訳

一
九
七
五
年
)
大
明
堂

酒
井
龍

一

一
九

八
四
年

「
弥
生
時
代
中
期

・
畿
内

社
会

の
構
成

と

セ
ト

ル
メ
ン
ト
シ

ス
テ

ム
」
『
文
化
財
学
報

第
三
集
』
奈

良
大

学
文

化

財
学

科

水

津

一
郎

一
九
八
〇
年

『
新
訂

社
会
地

理
学

の
基
本
問
題

〈
増
補
版

〉
』
大
明
堂

ポ
ノぐ

1

カ

i

ノレ

ヘ

ン

ペ

ノレ
、

カ

i

ノレ

一
九
六
六
年

『
自
然
科
学
』

(黒
崎
宏
訳

一
九
六

七
年

)

培
風

館

一
九
五
九
年

『
科
学
的
発
見

の
論

理

(
上
)
』

(大
内
義

一
・
森
博
訳
)

恒
星
社
恒
星
閣

一
九
六
三
年

『
推
測
と
反
駁
』
(
藤
本
隆
志

・
石

垣
壽

郎

・
森
博

訳

一
九
八
〇
年

)
法
政
大
学
出
版
会

西

村

睦

男

一
九

七

七

年

『中

心
地

と

勢

力

圏

』

大

明

堂

固

ゆ
弓

①
曙

訣

・<

・巴

●

一⑩
♂

『
弓
冨

国
ゆ
二
図

ζ

o
。。
8

ヨ

Φ
鼠
。
雪

〈
一=
ゆ
σq
①
』

〉
。
甲

α
Φ
b
昌

O

℃

『
①
ω
oQ
.

≦

市

霊

自

廿
ρ

.

霞

σp
σq
。。
噂国
・。。
●

§

o

「
甲

①
ぼ

。。
けg

。

国
。
。
8

ヨ

図

言

窪

①

ζ

○
ロ
暮

○
胃

日

①
一

〉
話

ゆ

O
h

勺
巴

Φ
。。
鉱
口
①
」

『
勺
δ

。
①
①
辛

ぎ

σp
。。

o
h
3

①

℃
奉

三

の
8

ユ
。

ω
0
9
①
蔓

ω
O』

一
ー
ω
刈
●

〈
付

記
〉

こ
の
他
、
各
遺
跡
に

つ
い
て
の
調
査
報
告
書
類
を
も
引
用

・
参
考

に
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

本
来
明
記
す

べ
き

で
あ
る
が

、
紙
面

の
都
合

に
よ
り
省
略
さ
せ

て
い
た
だ

い
た
。
非
礼
を
お

わ
び
す
る
と
と
も
に
御
理
解
を
願

い
た

い
。

＼

(
一
九
八
六
年
十
二
月
三
十
日
稿

)
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